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.NETが提供するXML Webサービスを使用しなくても
XML Webサービスを簡単に実装できる

秋月 巌 AKIZUKI, Iwao
秋月巌ソリューション事務所
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文字列か
オブジェクトか

もう、ずい分前の話になるが、本

誌にも執筆している矢澤久雄氏と

「プログラミングの基本は何か？」

ということについて話をしたことが

ある。もうひとりいた誰か（多分、

編集者）が、我々に質問したので

はないかと思う。矢澤氏が何と答

えたのか忘れてしまったが、自分が

「文字列操作」と答えたのははっき

りと覚えている。文字列を自由に

検索したり、切ったり貼ったりで

きれば、大抵のプログラムはその組

み合わせで書けてしまうと思った

からである。

データベースの操作を知らなく

ても、配列がわからなくても、文字

列さえ扱えれば、なんとかなる。し

かし、この考えは、もう古いのかも

しれない。以前まで文字列は数値

と並んでもっとも重要なデータ型

であったのに、.NETの世界では膨

大な数のオブジェクトのひとつにな

ってしまっているからである。

今月号でXMLを扱う上で、XML

文字列を格納するのはStreamオブ

ジェクトである。「文字列なんだか

ら、ストリング型として扱わせてく

れれば、使い慣れた方法で処理で

きるのに」と思ってしまう。まして

やXMLならばパーサーだって使え

るのだから、データ型がストリング

列であることのデメリットはほとん

どない。なのにStream型の扱い方

をあえて覚えなければならない。こ

のようにオブジェクト指向プログラ

ミングは、必要な知識が多くなる

傾向がある。

文字列型か
日付型か

これまたずい分前の話になるが、

知り合いの非常に優秀なプログラ

マが「自分はデータベースプログラ

ミングをするときに日付型を使わ

ない」と私に話したことがある。私

はデータベースで日付を扱うとき



dotNET Magazine 2003 May 159

に、日付型を使うことに疑いを抱いていなかったので、

かなり驚いた。全部、文字列型として処理するのだそう

である。それを聞いた瞬間、それでは日付型のもつ機能

が使えないから、さぞかし不便だろうと思った。データ

ベースに日付データを格納するときは、彼は文字列とし

て格納し、操作するときには自作した簡単な関数を使う

という。

また、別の機会に会ったやはり優秀な開発者も同様の

方法を使うという。もしかしたら、汎用機の世界では当

たり前の手法なのかもしれない。私はこの方法の問題点

を考えた。もし、それでことが済んでしまうのならば、

日付型などというものをデータベースの設計者が用意し

ないはずである。しかし、考えるほどに、実はこの方法

で問題がないことに気づくことになる。そして高級なデ

ータ型がもつ固有のトラブルに巻き込まれる可能性は、

ずっと低くなる。

単純なものと複雑なもの

この2つの話の本質は、同じである。どちらも、簡単

な文字列で済むことを、より高級で複雑なオブジェクト

（型）を使用して操作させている。このような機能を提

供する側の言い分は「覚えれば便利」である。この言い

分の問題点は次のようなことだと言えるだろう。

①覚えないと不便

②きちんと動かなかったり、動かし方がわからなかった

りするので、覚えても不便なことがある

③覚えれば便利だが、従来の方法でも最初に簡単なライ

ブラリを書けば同じくらい便利

②については.NETの場合、クラスライブラリのヘル

プの説明が舌足らずなので、さらに不便である。ただ、

いずれにしても提供されるライブラリの質が最重要であ

ることは間違いない。今回使ってみて、やはり、.NETは

XMLにかなり力をいれて作られていると感じた。

こういうことを書いていると、じゃあ、今まで通りに文

字列を使ってプログラミングすればいいじゃないかと言

われそうである。しかし、そうもゆかないのである。.NET

ではメソッドがオーバーロードされているため、「引数に

文字列を指定する場合」と「Streamオブジェクトを指定

する場合」ではふるまいが違ってしまう。

たとえば、今月号ではADO.NETのReadXmlメソッド

を利用しているが、このメソッドの引数にStreamオブジ

ェクトを指定した場合は「XMLデータ」として扱ってく

れる。しかし、文字列を指定した場合は「XMLデータが

格納されたファイルのパスを示す文字列」と判断してし

まうのである。

XML Webサービスを使わなくても
XML Webサービスを実装できる

今月はVisual Basic .NETを使ったWebアプリケーシ

ョンやWindowsアプリケーションから、他のASP.NET

プログラムを呼び出して使用する方法を解説する。今回

は.NETのWebClientクラスがaspxファイルをWebサー

バー経由で呼び出す方法を採用するが、同じ処理を

XML Webサービスを使用して実現することもできる。

実際、次号では同じことをXML Webサービスを使って

実装する。

WebClientクラスとaspxファイルを使用する方法の問

題点は、WebClientクラスがあくまでもWebブラウザの

ふるまいをシミュレートするクラスのため、データのア

ップロード機能が貧弱だということである。XML Web

サービスならば、この点でさらに柔軟性があるだろう。

とはいえWebアプリケーションとプログラムを共有する

限り、アップロードするデータはWebブラウザの入力機

能の制限を受けてしまうのだから、それに準じた機能し

かないということは致命的な差とは言えないかもしれな

い。

また、両者のコードの記述にどのような差が出るのか

も、実際のプログラミングを通して比較してゆきたい。

どちらの方法がいいのか、私自身まだ結論はもっていな

い。もし、最終的な機能に差がないならば、XML Web

サービスではなく、WebClientクラスとaspxファイルを

WebアプリケーションとWindowsアプリケーションの
コードを共通化する－その2－
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